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平
成
29
年
第
３
回
議
会
臨
時
会
は
、

４
月
28
日
か
ら
５
月
２
日
ま
で
の
５
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

専
決
処
分
の
報
告
及
び
そ
の
承
認
、

議
会
に
付
す
べ
き
契
約
案
件
の
ほ
か
、

３
月
議
会
・
予
算
常
任
委
員
会
で
求
め

た
佐
藤
町
長
当
選
後
の「
肉
付
け
予
算
」

が
提
案
さ
れ
、
再
度
、
予
算
常
任
委
員

会
を
開
催
し
、
審
議
し
可
決
し
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
、
予
算
常

任
委
員
会
審
査
報
告
と
合
わ
せ
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※　
　
　
　
　
が
予
算
常
任
委
員
会
審
査
報
告
・

　
意
見
で
す
。

①　
旧
繊
維
工
業
試
験
場
跡

地
に
つ
い
て
は
、
地
権
者

と
早
急
に
話
し
合
い
を
進

め
、
土
地
の
返
還
に
向
け

た
取
り
組
み
を
図
る
こ
と
。

②　
地
方
債
に
つ
い
て
は
、

低
利
で
借
り
入
れ
で
き
る

よ
う
に
検
討
す
る
こ
と
。

平成29年度一般会計補正予算32億9,823万5千円を可決
一般会計総額は121億4,023万5千円に

佐藤町政の“肉付け予算”を審議佐藤町政の“肉付け予算”を審議佐藤町政の“肉付け予算”を審議

※肉付け予算…経常経費等の最小限な経費による「骨格予算」に対し、
　当選した町長の意向を反映した政策的な経費による予算

第3回臨時会

議
会
意
見

山木屋消防屯所新築工事
デジタル防災行政無線整備事業

①　
山
木
屋
地

区
の
消
防
団

組
織
に
つ
い

て
は
、
帰
還

す
る
団
員
の

把
握
に
努
め
、

消
防
力
を
強

化
す
る
と
と

も
に
、
他
地

区
の
消
防
団
と
連
携
を
図
り
、
災
害
等
の

対
応
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
。

②　
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
の
整
備
は
、

施
設
の
利
用
目
的
に
沿
っ
て
整
備
さ
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
耐
用
年
数
や
使
用
方
法
、

緊
急
時
の
対
応
等
早
急
に
町
の
方
針
を
明

示
す
る
こ
と
。

主　な　内　容 補正予算額
3,639万4千円
3億4,114万円 旧福島県繊維工業試験場跡

地賃貸借契約を解除するた
めの原状回復工事（井戸の
撤去費用）、弁護士相談に
係る費用

主　な　内　容 補正予算額

713万2千円議
会
意
見

平成29年２度目の予算常任委員会

山木屋地区の消防団員（6月4日の水防訓練）

議
会
意
見
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①　
胃
が
ん
検
診
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
事
業
は
、

町
民
の
健
康
維
持
が
目
的
で

あ
る
の
で
、
予
算
の
範
囲
内

で
一
方
的
に
打
ち
切
る
こ
と

な
く
、
希
望
者
に
対
し
て
は
、

１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
実
施
で

き
る
よ
う
、
希
望
の
医
療
機

関
で
も
受
診
で
き
る
よ
う
に

対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

①　
町
道
日
和
田
・
中
丁
線
に

つ
い
て
は
、
過
去
の
経
過
を

踏
ま
え
、
県
と
町
と
の
費
用

分
担
に
つ
い
て
、
再
度
、
確

認
の
う
え
協
議
検
討
を
図
る

こ
と
。

②　
空
家
対
策
は
、
空
き
家
、

空
き
地
の
安
全
管
理
面
へ
の

対
策
だ
け
で
な
く
、
定
住
希

望
者
に
対
す
る
情
報
提
供
な

ど
、
定
住
促
進
を
図
る
こ
と
。

議
会
意
見

議
会
意
見

インフルエンザ予防接種
費用助成

町道改良等事業
（西方飯野線、芦沼田
線、西町線、平場線、
新中町・中道線、中島・
諏訪線、廣町・宮ノ後
線、日和田・中丁線）

空家等対策事業費

胃がん施設検診

主　な　内　容

主　な　内　容

補正予算額

補正予算額

105万円

計
1億3,529万6千円

1,800万円

682千円

汚染物質運搬業務委託料

山木屋地区復興拠点に係る事業

施設園芸導入推進事業

粗飼料生産流通拠点施設整備事業

営農再開支援事業

①　
山
木
屋
地

区
復
興
拠
点

（
商
業
施
設
）

の
施
設
運
営

に
つ
い
て
は
、

商
業
施
設
と

食
堂
の
業
者

選
定
を
早
急

に
行
い
、
復

興
に
向
け
た

生
活
支
援
に

支
障
が
な
い
よ
う
対
応
す
る
こ
と
。

②　
除
染
後
の
農
地
の
地
力
回
復
に
つ
い
て
は
、

早
急
に
堆
肥
を
投
入
す
る
な
ど
、
国
の
責
任

に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と
。

①　
山
木
屋
地
区
の
広
大
で
優
良
な

農
地
が
失
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
保
全
意
向
の
決
ま
っ
て
い
な

い
除
染
後
の
農
地
に
つ
い
て
も
、

町
が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
、

計
画
的
に
管
理
保
全
を
図
る
こ
と
。

②　
粗
飼
料
生
産
流
通
拠
点
敷
地
整

備
事
業
は
６
人
体
制
と
な
っ
て
い

る
が
、
山
木
屋
の
農
地
保
全
は
復

興
の
重
要
な
施
策
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
事
業
体
制
の
拡
充
・
強
化
を

図
る
こ
と
。

③　
農
事
組
合
法
人
に
よ
る
粗
飼
料

生
産
や
管
理
保
全
が
円
滑
か
つ
持

続
的
に
図
ら
れ
る
よ
う
、
町
と
し

て
、
農
地
維
持
管
理
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
な
ど
、
人
材
の
育
成
支
援
に

努
め
る
こ
と
。

④　
個
人
で
農
地
保
全
を
図
る
人
に

つ
い
て
も
、
十
分
な
支
援
を
講
じ

る
こ
と
。

⑤　
従
来
の
営
農
再
開
者
に
つ
い
て

　
も
十
分
な
支
援
を
す
る
こ
と
。

主　な　内　容

主　な　内　容

補正予算額

補正予算額

5,029万5千円

477千円

議
会
意
見

議
会
意
見

10億4,258万8千円

7億3,400万7千円

1億3,749万3千円

７月１日にオープンする復興拠点

粗飼料生産拠点整備で導入するトラクター

　パソコンだけでなく、スマートフォンで
も議会中継がご覧いただけます。ライブ中
継のほか、昨年12月以降の録画中継がス
マートフォン対応です。
※携帯のアプリでＱＲコード
を読み取るとページにつな
がります。

議会中継をスマートフォンで !
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平
成
29
年
度
川
俣
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）、
川

俣
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
は
、
当
初
予
算
に

計
上
さ
れ
な
か
っ
た
各
種
事
業

の
実
施
に
伴
う
政
策
的
経
費
が

計
上
さ
れ
た
。

　
山
木
屋
地
区
で
は
避
難
指
示

解
除
後
の
復
興
へ
向
け
た
生
業

の
確
保
や
営
農
再
開
な
ど
、
大

規
模
な
事
業
が
行
わ
れ
る
が
、

今
後
の
事
業
の
見
通
し
や
事
業

を
運
営
す
る
人
材
の
確
保
な
ど
、

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
本

予
算
は
、
政
策
的
予
算
と
は
言

い
な
が
ら
、
避
難
解
除
後
の
生

活
再
建
や
住
民
支
援
な
ど
の
具

体
的
政
策
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　
川
俣
町
全
体
の
復
興
に
対
す

る
具
体
的
か
つ
、
き
め
細
や
か

な
政
策
に
も
欠
け
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
、
改
め
て
具
体
的

な
政
策
課
題
に
つ
い
て
、
早
急

に
提
案
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
今
回
指
摘
し
た
事
項
に
つ
い

て
、
速
や
か
に
対
応
す
る
と
と

も
に
、
適
切
な
事
業
実
施
を
強

く
求
め
、
平
成
29
年
度
川
俣
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）、
川
俣
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
２
件
は

可
決
す
べ
き
も
の
と
す
る
。

　
予
算
常
任
委
員
会

委
員
長　
新
関　
善
三

①　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い

て
は
、
児
童
・
生
徒
の
要

望
を
調
査
し
、
運
行
す
る

こ
と
。

①　
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
の
プ
ロ
に

よ
る
技
術
指
導
に
つ
い
て
は
、

一
過
性
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ

と
の
な
い
よ
う
、
練
習
場
所
の

確
保
な
ど
、
継
続
的
人
材
の
育

成
に
努
め
る
こ
と
。

②　
町
史
編
纂
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ

う
に
、
早
急
に
対
策
を
講
じ
る

こ
と
。

議
会
意
見

議
会
意
見

山木屋小学校スクールバス購入費

ケーナの響くまちづくり
プロフェッショナル事業

主　な　内　容

主　な　内　容

補正予算額

補正予算額

398万2千円

241万8千円

①　
出
産
祝
金
が
不
足
し
た

場
合
は
、
補
正
予
算
に
計

上
し
、
対
応
す
る
こ
と
。

議
会
意
見

議
会
意
見
ま
と
め

　
旧
繊
維
工
業
試
験

場
跡
地
の
借
地
に
関
す
る
経

費
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
再

度
、
住
民
の
税
金
を
空
き
地

に
投
げ
捨
て
る
よ
う
な
予
算

に
は
反
対
す
る
。

（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

　
予
算
常
任
委
員
会

で
十
分
に
審
議
し
、
町
に
要

望
も
し
て
い
る
。
住
民
福
祉
、

復
興
予
算
が
計
上
さ
れ
て
お

り
、
絶
対
に
町
民
に
は
迷
惑

を
か
け
ら
れ
な
い
。
委
員
会

報
告
の
と
お
り
賛
成
す
る
。

（
高
橋
清
美
議
員
）

議
会
だ
よ
り
を

　も
っ
と
身
近
に

議
会
だ
よ
り
を

　も
っ
と
身
近
に

広報編集
常任委員会
報告

広報編集
常任委員会
報告

　
５
月
22
日
、
ビ
ッ
グ
パ
レ

ッ
ト
ふ
く
し
ま
で
研
修
会
が

行
わ
れ
、
委
員
６
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
講
師
は
、日
本
広
報
協
会・

広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
吉
村

潔
氏
で
す
。

　
「
予
算
に
対
す
る
議
会
の

意
見
を
分
か
り
や
す
く
」
な

ど
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　
研
修
を
活
か
し
、
よ
り
皆

様
に
親
し
ま
れ
る
議
会
だ
よ

り
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

（
委
員
長　
高
橋
真
一
郎
）

補
正
予
算
に
関
す
る
討
論

反
対

賛
成

出産祝金給付金（増額分）
主　な　内　容 補正予算額

200万円

子どもを生み育てやすいまちをめざします 山木屋小児童を送迎するスクールバス
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５
月
９
日
、
議
会
で
は
福

島
復
興
の
現
状
を
知
る
た
め
、

現
地
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
第
１
原
発
で
は
放
射
性
物
質
の
飛
散

防
止
対
策
が
進
み
、
一
般
作
業
服
で
の

作
業
範
囲
が
拡
大
し
て
い
ま
し
た
。

　
第
２
原
発
で
は
、
緊
急
災
害
時
の
電

源
確
保
策
や
、
停
止
中
の
原
子
炉
格
納

容
器
内
に
実
際
に
入
っ
て
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
間
貯
蔵
施
設
の
建
設
状
況

な
ど
に
つ
い
て
も
、
復
興
庁
職
員
か
ら

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

東
京
電
力

福
島
第
１
・
第
２
原
子
力
発
電
所

　
５
月
11
日
、
役
場
庁
舎
大

会
議
室
で
、
原
発
事
故
で
被

災
し
た
関
係
市
町
村
議
会
の

代
表
が
集
ま
り
、
代
議
員
総

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
会

長
に
は
28
年
度
に
続
き
、
町

議
会
の
高
橋
議
長
が
就
任
し

ま
し
た
。

　
議
事
で
は
、
国
、
福
島
県

及
び
県
議
会
に
対
す
る
要
望

書
と
、
東
京
電
力
に
対
す
る

要
求
書
を
提
出
す
る
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。

南
相
馬
市　
田
村
市

伊
達
市　
　
浪
江
町

富
岡
町　
　
大
熊
町

楢
葉
町　
　
双
葉
町

広
野
町　
　
川
内
村

葛
尾
村　
　
飯
舘
村

川
俣
町

被
災
市
町
村
議
会
の

　
連
携
と
要
望
活
動
に
つ
い
て

―
平
成
29
年
度
東
電
福
島
第
一
原
発
事
故

　
　
被
災
市
町
村
議
会
連
絡
協
議
会
開
催
―

構
成
市
町
村

東
電
第
１
発
電
所
敷
地
内
で

　
一
日
も
早
い
復
旧
を
目
指
し
、

作
業
員
皆
さ
ん
が
活
躍
し
て
い
ま
す

第
２
原
発
で
格
納
容
器
内
を
視
察

　
福
島
の
現
状
を

よ
り
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た

―
議
会
で
視
察
研
修
会
―

会を代表して挨拶する高橋議長


